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JAAS (Japanese Association of Autism Support)

平素より自閉症をはじめとする発達障害児者およ
びご家族の支援にご尽力賜りまして誠にありがとう
ございます。また、新型コロナウイルス感染症への
対策等にもご協力賜り感謝いたします。
はじめに、令和 2年度の発達障害者支援施策につ
いてご説明いたします。地域の支援体制づくりでは、
都道府県や政令指定都市の中核機関としての役割を
担う発達障害者支援センターの運営、地域の課題や
ニーズの把握とその対応について検討をする発達障
害者地域支援協議会の設置、発達障害者地域支援マ
ネジャーによる市町村や事業所等に対する困難ケー
スへの対応や支援者のネットワーク構築などの事業
を進めているところです。医療に関しては、かかり
つけ医等発達障害対応力向上研修や発達障害診断待
機解消事業（発達障害専門医療機関初診待機解消事
業及び発達障害専門医療ネットワーク構築事業）に
より、医療機関のスムーズな利用を図っています。
発達障害者及び家族等支援事業は、都道府県や政
令指定都市そして市町村が、ペアレントメンターや
ペアレントプログラム、ペアレントトレーニング等
に取り組むことができます。さらに、令和 2年度は
青年期以降の居場所支援を拡充しています。
また、市町村事業として、発達障害児支援の専門
家などの巡回支援専門員が学校や保育所、幼稚園な
どに訪問し、支援技法等の普及を図る巡回支援専門
員整備事業がありますが、令和 2年度は在宅の発達
障害児の家庭への訪問支援を拡充しています。家庭・
教育・福祉連携推進事業では、市町村における教育
と福祉の支援機関等が障害のある子どもに一貫した
対応ができるように合同での会議や研修の開催、保
護者支援のための相談窓口の整理等を実施していま
す。
新型コロナウイルス感染症への対策については、
発達障害児者も利用する障害児通所支援や就労支援
等の障害福祉サービスの継続や新型コロナウイルス

感染症に関わる情報をわかりやすく障害者に伝える
などの情報発信等に十分配慮するよう努めています。
施設等での感染防止の徹底、通所サービスに替わる
サービスの提供、事業所の人員等の基準の緩和や感
染防止のための衛生面の対応等について対策を講じ、
利用者の活動の場の確保や事業所の運営等に対応し
ました。補正予算事業のテレワーク導入支援事業で
は、発達障害児が在宅で、オンラインによる相談や
発達支援を行うことができるようにしました。
発達障害情報・支援センターの新型コロナウイル
ス感染症の影響についてのアンケート調査によると、
発達障害者がよかった点として、通勤や通院のスト
レス、家にいることの罪悪感が減ったり、オンライ
ンによる授業で内容が聴き取れたり、オンラインミー
ティングや通信販売の利用など新しいことに取り組
むことができたなどの回答がありました。またよく
なかった点として、仕事や就職活動の見通しが持て
ない、生活資金の支援がほしいなどの回答がありま
した。さまざまな環境の変化が大きな影響を与えて
いることがうかがえます。また、本人の取組だけで
なく、周囲の環境調整や活動の参加の機会などの支
援も必要だと考えることができます。
引き続き、新しい生活様式を含め、自閉症をはじ
めとする発達障害のある人たちやそのご家族の支援
について、皆様からのご意見を踏まえ一緒に考えて
いきたいと考えています。

参考
発達障害情報・支援センター「【結果報告（速報）】新
型コロナウイルス感染症の影響についてのアンケート
－当事者の皆さんから寄せられた声－」（2020 年 9月）
発達障害情報・支援センター「【結果報告（速報）】新
型コロナウイルス感染症の影響についてのアンケート
－保護者・ご家族の皆さんから寄せられた声－」（2020
年 9月）

コロナ禍における発達障害対策等について
厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課

障害児・発達障害者支援室　　
発達障害施策調整官　田　中　尚　樹
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令和２年度　全日本自閉症支援者協会　総会

令和 2 年 6 月 30 日に開催を予定していた令和 2 年度総会は、新型コロナウィルスの感染防止という観点
から例年のように集合ではなく書面評決にて議案の承認を行うことにしました。正会員 87 事業所中 66 事業
所から書面評決による同意があり、総会議案の承認を受けることができています。

① 事業報告
主な活動
１．第 33 回研究大会の開催と第 34 回研究大会の企画
２．けやきの郷への義援金募集による支援
３．会報の発行　　　第 54 ～ 55 号
４．会員（施設・個人）名簿の作成
５．令和元年度発達障害支援スーパーバイザー養成研修の実施と令和 2 年度の準備
６．厚生労働省障害者総合福祉推進事業の実施
７．行政機関、諸団体との情報交換、連携、要望活動など

【活動日程】

4 月  6 日 世界自閉症啓発デー 2019 シンポジウム 灘尾ホール（東京都）
5 月  7 日 JDD ネット理事会 JDD ネット事務所（東京都）
5 月 16 日 令和元年度第 1 回理事会 嬉泉子どもの生活研究所（東京都）
6 月 18 日 世界自閉症啓発デー 2019 シンポジウム反省会 中央労働委員会会館（東京都）
6 月 23 日 JDD ネット理事会 錦糸町小ホール（東京都）
7 月 21 日 令和元年度　総会 ビジョン横浜（神奈川県）
7 月 22 日 全国知的障害者関係施設長会議 パシフィコ横浜（神奈川県）
8 月 22 日 令和元年度第 1 回常任理事会 嬉泉子どもの生活研究所（東京都）
9 月 10 日 厚生労働省との懇談会 厚生労働省会議室（東京都）
9 月 11 日 令和元年度第 2 回理事会 嬉泉子どもの生活研究所（東京都）
9 月 22 日 JDD ネット理事会 JDD ネット事務所（東京都）

10 月  1 日 世界自閉症啓発デー 2020 実行委員会（第 1 回） 厚生労働省中央労働委員会（東京都）
10 月 19 日 けやきの郷被災状況視察 けやきの郷（埼玉県）
11 月  5 日 世界自閉症啓発デー 2020 実行委員会（第 2 回） 厚生労働省中央労働委員会（東京都）
11 月  7 日～ 8 日 第 33 回研究大会（埼玉大会） 川越プリンスホテル（埼玉県）
11 月 27 日 自由民主党知的障害福祉推進議員連盟総会 参議院議員会館（東京都）
12 月  1 日 JDD ネット年次大会 東洋大学（東京都）
12 月  2 日 世界自閉症啓発デー 2020 実行委員会（第 3 回） 厚生労働省中央労働委員会（東京都）
1 月  9 日 世界自閉症啓発デー 2020 実行委員会（第 4 回） 厚生労働省本館（東京都）
2 月  6 日 世界自閉症啓発デー 2020 実行委員会（第 5 回） 厚生労働省本館（東京都）
2 月 17 日 障害者自立更正等厚生労働大臣表彰式典 厚生労働省会議室（東京都）
2 月 20 日 令和元年度第 3 回理事会 嬉泉子どもの生活研究所（東京都）
2 月 21 日 厚生労働省との懇談会 厚生労働省会議室（東京都）
3 月  5 日 世界自閉症啓発デー 2020 実行委員会（第 6 回） 厚生労働省中央労働委員会（東京都）
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② 事業計画
１．行政機関および関連団体との情報交換、連携・協議
　　�　厚生労働省、日本自閉症協会、日本知的障害者福祉協会、発達障害者支援センター全国連絡協議会、

JDD ネット他
２．要望活動
　　　制度や報酬に関する要望活動、施設部会の取り組み等
３．第 34 回研究大会の開催⇒令和 3 年度に延期
　　�　令和 2 年 12 月 17 日（木）〜 18 日（金）ピアザ淡海（滋賀県）で開催予定としていたが新型コロナ

ウイルス感染のリスクがあるため、次年度へ延期する。
４．会報の発行、およびそれに伴う広報委員会の開催、情報提供
　　　いずれも年 2 回（総会後、研究大会後）
５．世界自閉症啓発デー 2021・シンポジウムの共催
６．調査・研究活動
　　　障害者総合福祉推進事業の実施
　　　事業名：「強度行動障害者に対するコンサルテーションの効果と、指導的人材養成に関する研究」
７．令和 2 年度発達障害支援スーパーバイザー養成研修の実施
８．権利擁護擁護・虐待防止委員会、発達障害者支援センター部会、児童療育部会の活動
９．協会ブロック活動の推進
10．海外情報の収集と提供
11．その他
　　�　国の施策や自閉症協会との関係を含めた自閉症者施設のあり方や全日本自閉症支援者協会の役割につ

いての検討を進める。
　今年度の事業計画について、新型コロナウイルスの感染状況により変更があることをご了解いただきます
ようお願いいたします。

③ 令和 2・3 年度役員
○全日本自閉症支援者協会

役　　職 氏　　　名 所　　　　　　　属 都道府県 備　　　　考
会　　 長 松　上　利　男 北摂杉の子会 大 阪 府
副 会 長 石　井　　　啓 嬉泉 東 京 都
副 会 長 小　林　信　篤 横浜やまびこの里 神 奈 川
常 任 理 事 近　藤　裕　彦 檜の里 三 重 県
常 任 理 事 中　野　伊知郎 侑愛会 北 海 道
常 任 理 事 五十嵐　　　猛 萌葱の郷 大 分 県
理　　 事 小　林　　　勉 菜の花会 千 葉 県
理　　 事 東　　　真　盛 めひの野園 富 山 県
理　　 事 松　本　　　正 ひらきの里 山 口 県
理　　 事 佐　藤　貴　志 はるにれの里 北 海 道
理　　 事 和　田　康　宏 あかりの家 兵 庫 県
監　　 事 永　井　岳　治 川崎市社会福祉事業団 神 奈 川 県
監　　 事 水　野　　　努 けやきの郷 埼 玉 県

事 務 局 佐々木　寛　昭 北摂杉の子会 大 阪 府

広報委員会
五十嵐　　　猛 萌葱の郷 大 分 県 委員長
宇治原　　　誠 嬉泉 東 京 都
西　尾　大　輔 はるにれの里 北 海 道

事 務 局 勝　部　真一郎 北摂杉の子会 大 阪 府
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○日本自閉症協会関係　
常 任 理 事 石　井　　　啓 嬉泉 東 京 都

ＡＳＪ委員 茂手木　　　厚 横浜やまびこの里 神 奈 川 県
伊　能　　　亮 世田谷区立下馬福祉工房 東 京 都

○ JDD ネット関係
理 　 事 松　上　利　男 北摂杉の子会 大 阪 府
代 議 員 石　井　　　啓 嬉泉 東 京 都

○世界自閉症啓発デー実行委員会
区　　分 氏　　　名 所　　　　　　　属 役　　割

実行委員会 石　井　　　啓 嬉泉
佐々木　寛　昭 北摂杉の子会

主 催 団 体

水　野　　　努 けやきの郷 企画委員
永　井　岳　治 川崎市社会福祉事業団 広報委員
沼　倉　　　実 嬉泉 会場委員
石　井　　　啓 嬉泉 全国対策委員

○発達障害支援スーパーバイザー養成研修運営委員会
運営委員長 石　井　　　啓 嬉泉 東 京 都

運 営 委 員

松　上　利　男 北摂杉の子会 大 阪 府
小　林　信　篤 横浜やまびこの里 神 奈 川
近　藤　裕　彦 檜の里 三 重 県
中　野　伊知郎 侑愛会 北 海 道
五十嵐　　　猛 萌葱の郷 大 分 県

　コロナ禍において、令和 2 年度の理事会・常任理事会は ZOOM を使って意見交換を行うことができ、10
月には厚生労働省との懇談会でも活用することも予定しています。ZOOM の ID は本部事務局が管理してい
ますので、ブロック活動や各委員会で活用する際にはご相談ください。
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令和２年５月６日

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部　
橋本　泰宏　部長様

一般社団法人　日本自閉症協会　　　　　会長　市川　宏伸
一般社団法人　全日本自閉症支援者協会　会長　松上　利男

Covid-19 による障害者施設壊滅危機への早急な援助要望

　厚生労働省におかれては、新型コロナウイルス感染症への対応について国民の生命の安全を守る先頭に
立って様々な取り組みをしていただき、感謝申し上げます。
　私たちは、障害福祉や医療の現場で、円滑なコミュニケーションが苦手な知的・発達障害者の支援に当たっ
ている者、家族等が所属する団体です。
　連日の厚労省の会見や報道等で、感染が確認された後の治療が困難になっている状況をふまえ、私たちは
自分たちの現場で対応できることを迅速に進めたいと考えております。
　その際に、4 月 17 日に要望させていただきました点に加えて、下記の点についても対応をしていただけ
ますと大変助かりますので、どうぞご検討のほど、よろしくお願いいたします。

記

１　施設支援の現状
　もともと福祉施設における医療リソースは極めて乏しく、何名かの看護スタッフと福祉スタッフが頑張る
しかありません。また、特に知的障害を伴う入所施設においては、利用者はウィルスの意味を理解すること
が困難な者も多く、マスクの装着は難しく、手洗いも介助者がいなければ困難な例も少なくありません。多
くの施設はウィルスを防ぐため外出・外泊・面会禁止です。最近の千葉や広島における罹患状況を勘案すれ
ば、一度ウィルスが侵入すれば、ロックダウン状態になり、クルーズ船と同様な状態になることが危惧され
ます。最悪の場合は、利用者は保護者に会えないままになってしまうでしょう。このような中で、以下のよ
うなニーズがあるとの声が、施設職員から寄せられています。

・感染予防のための物資やマンパワーが不足
　予防のための医療器具も乏しく、対応するスタッフがウィルスを持ち込まないように気を付けるしかあり
ません。ウィルスが何らかの理由で侵入すれば、蔓延を防ぐための手段は限られています。マスク、手袋、
防御衣は限られており、医療行為に不慣れなスタッフが対応することにより、スタッフの罹患も考えなくて
はなりません。物資やマンパワーについて、外部からの支援が必要となっています。

・感染者が出た場合の対応への不安
　利用者が罹患しても、「治療に協力的でない」との理由で、医療施設への入院は難しいと思われます。こ
の段階では、医療の専門家の介入、支援（施設への医療スタッフの派遣、入院施設への施設スタッフ等の派
遣などの柔軟な対応）が必要になります。障害があってもできる限り治療をお願いしたい。対応するスタッ
フはウィルス罹患の可能性があり、子どものいる自宅には帰宅できない場合もあります。支援が続くと、疲
労が蓄積し、宿泊スペースを持たない施設では、別途宿泊場所が必要です。

２　在宅支援の現状
　入所施設を利用していない知的・発達障害者は、家族または通所や居宅支援事業所の職員などが、予防や
治療について本人の支援を行う必要がありますが、その人数は施設支援に比べて非常に限られ、役割を分担
して本人の世話をしたり、外出につきそったりする必要があります。このような中で、以下のようなニーズ
があるとの声が、知的・発達障害者の家族や事業所職員から寄せられています。
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・本人の支援を行う家族または事業所職員が感染した場合の不安
　基本的には隔離または３密を避ける形での対応が必要になりますが、知的・発達障害者で飛び出しや自傷
など本人の生命に危険を及ぼすような行動を衝動的にとるような場合が有り、本人の特性をよく知る支援者
の確保が新たに必要になっています。

・３密の原則が必ずしも優先できない場合の無理解
　上記のような危険な行動から本人の安全を守るためには、本人の傍で支援を行う必要が多くなりますが、
このような特性を知らない人からは冷たい目で見られることや、パッシングを受けることが生じています。

・本人が報道や SNS の情報を誤って受け取ることへの対応
　厚生労働省はじめ政府機関や報道機関は、現在様々な情報を迅速に発信されていますが、知的・発達障害
者障害特性から断片的に情報を受け取り、親から距離をとるために離れて家出をしたり、１０万円の給付を
だまし取られたりする等のトラブルが生じています。

３　要望
（1）�施設入所、在宅の知的・発達障害者の感染予防や治療のために不足している物資やマンパワー（一部は

４月１７日の要望書に記載）について、都道府県等が把握かつ必要な対策を行うように指示または連絡
をしてください。

（2）�知的・発達障害者の特性をふまえた情報発信を、厚生労働はじめ政府関係機関から（私ども当事者団体、
支援者団体も協力しますので）迅速に行ってください。

h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h─── h

「
北
海
道
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
、
初
確

認
！
」
一
月
二
十
八
日
中
国
武
漢
か
ら
の

旅
行
客
が
感
染
し
、
翌
月
二
月
十
四
日
に

道
内
在
住
者
初
感
染
と
、
北
海
道
は
中
国

か
ら
の
観
光
客
を
多
く
受
け
入
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
日
本
国
内
で
も
い
ち
早
く

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
拡
大
し
て
い
っ

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
直
ぐ
に
道
も
一
回

目
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
発
令
し
、
道

民
へ
注
意
を
呼
び
か
け
、
当
社
会
福
祉
法

人
は
る
に
れ
の
里
（
以
後
法
人
）
と
し
ま

し
て
も
元
々
活
用
し
て
お
り
ま
し
た
、
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
プ
リ
コ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入

れ
た
感
染
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
図
下
右
）
に
沿
っ
て
感
染
予
防
を

図
り
つ
つ
、
毎
日
の
よ
う
に
行
政
や
メ

デ
ィ
ア
よ
り
流
れ
て
く
る
情
報
や
指
針
を

手
探
り
な
が
ら
確
認
・
整
理
し
、
見
え
な

い
感
染
の
脅
威
と
対
応
に
追
わ
れ
る
毎
日

を
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中

法
人
本
部
が
中
心
と
な
り
、
早
い
時
期
よ

り
外
泊
・
外
出
の
中
止
や
自
粛
、
施
設
へ

の
来
訪
者
の
自
粛
の
呼
び
か
け
、
現
在
も

継
続
し
て
い
る
職
員
の
出
勤
前
の
体
温
測

定
・
体
調
確
認
の
実
施
等
を
お
こ
な
い
、

ま
た
そ
の
後
の
法
人
の
指
針
を
検
討
す
る

組
織
と
し
て
、
法
人
の
主
要
役
職
者
や
各

w
ith

コ
ロ
ナ

地
域
の
最
上
席
・
看
護
師
か
ら
な
る
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
本
部
」（
以

後
対
策
本
部
）
を
設
置
し
て
、
随
時
対
応

を
協
議
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
春

に
は
第
二
波
と
も
い
え
る
コ
ロ
ナ
感
染
者

の
増
大
に
よ
り
、
法
人
地
域
圏
で
の
医
療

機
関
や
施
設
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
も
発
生
す

る
状
況
と
な
り
、
よ
り
感
染
の
脅
威
が
感

じ
ら
れ
る
状
況
下
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
に
よ
り
さ
ら
に
「
感
染
を
持
ち
込
ま

な
い
・
持
ち
出
さ
な
い
」
と
い
っ
た
予
防

的
な
意
識
の
高
ま
り
や
、
ま
た
職
員
や
利

用
者
に
感
染
者
が
発
生
し
て
も
「
ク
ラ
ス

タ
ー
を
防
ぐ
」
と
い
っ
た
危
機
管
理
の
必

要
性
も
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
万
が
一
利

用
者
に
感
染
者
や
疑
い
者
が
発
生
し
た
場

合
の
対
応
と
し
て
、
少
人
数
で
は
あ
り
ま

す
が
、
落
ち
着
い
て
感
染
対
策
を
図
り
な

が
ら
静
養
で
き
る
隔
離
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

に
も
力
を
入
れ
、
現
在
で
は
法
人
各
地
域

に
三
か
所
の
隔
離
拠
点
を
設
置
す
る
事
が

出
来
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
第
二
波

の
ピ
ー
ク
が
過
ぎ
た
五
月
下
旬
以
降
も
、

北
海
道
で
は
毎
日
五
～
十
名
前
後
の
新
規

の
コ
ロ
ナ
感
染
者
を
認
め
て
お
り
、
今
後

も
変
わ
ら
な
い
状
況
が
続
く
事
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、
①
「
感

染
予
防
を
図
り
な
が
ら
ど
の
よ
う
に
安
定

的
に
事
業
展
開
を
お
こ
な
っ
て
い
く
の

か
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
の
問

題
や
②
「
自
粛
解
除
＝
感
染
対
策
の
気
の
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緩
み
」
と
い
っ
た
新
た
な
問
題
も
見
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
①
に

つ
き
ま
し
て
は
、
当
初
職
員
が
体
調
不
良

時
等
に
出
勤
す
る
事
に
迷
い
を
生
じ
、
欠

員
増
が
心
配
さ
れ
た
事
が
あ
り
、
対
策
本

部
よ
り
出
勤
の
目
安
を
記
載
し
た
「
感
染

が
疑
わ
れ
る
場
合
の
職
員
の
対
応
」（
図
下

左
→
九
月
中
旬
以
降
に
改
訂
版
と
合
わ
せ

て
利
用
者
の
隔
離
基
準
と
経
営
に
直
結
す

る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
閉
鎖
基
準
を
示
し

た
表
も
発
信
予
定
）
を
示
す
こ
と
で
、
法

人
内
の
各
部
署
で
の
判
断
の
迷
い
が
軽
減

さ
れ
る
よ
う
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た

②
に
つ
い
て
も
七
月
下
旬
に
札
幌
市
の
協

力
も
あ
り
、
感
染
予
防
の
認
定
看
護
師
に

よ
る
講
義
を
受
け
る
機
会
を
頂
き
、
そ
の

後
も
撮
影
し
た
動
画
を
可
能
な
限
り
職
員

に
視
聴
頂
い
た
り
と
、
啓
発
の
機
会
を
継

続
的
に
設
け
る
こ
と
で
感
染
予
防
の
意
識

が
低
下
し
な
い
よ
う
に
努
め
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
他
に
も
衛
生
材
料
の
不
足

や
、
感
染
し
た
利
用
者
に
対
応
す
る
職
員

確
保
の
問
題
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
対
策

本
部
ま
た
法
人
全
体
で
情
報
共
有
や
ア
プ

ロ
ー
チ
を
継
続
し
つ
つ
対
応
し
て
い
る
次

第
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
日
本
全
国
で

衛
生
管
理
の
意
識
が
向
上
し
た
事
で
九
月

一
六
日
現
在
厚
労
省
よ
り
、「
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
感
染
者
が
例
年
の
千
分
の
一
」
と
い

う
デ
ー
タ
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

後
乾
燥
し
ウ
イ
ル
ス
が
活
動
し
や
す
く
な

る
冬
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
油
断
せ
ず
、

職
員
個
々
が
少
し
で
も
感
染
予
防
に
関
す

る
ス
キ
ル
を
向
上
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
は
る
に
れ
の
里　

西
尾
大
輔
）
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社
会
福
祉
法
人
菜
の
花
会
で
は
、
5
月

1
日
に
61
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
法
人
と
し
て
の
体
制
を

ま
と
め
た
基
本
方
針
編
、
利
用
者
さ
ん
の

支
援
に
つ
い
て
ま
と
め
た
利
用
者
さ
ん
支

援
編
、
確
保
し
た
物
品
や
記
録
類
を
ま
と

め
た
資
料
編
の
三
部
構
成
と
な
っ
て
い
ま

す
。法

人
と
し
て
、
こ
の
感
染
症
の
対
策
を

講
じ
始
め
た
の
は
2
月
の
下
旬
の
こ
と
。

2
月
23
日
の
保
護
者
会
に
て
、
絶
対
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
園
内
に
持
ち
込
ま

な
い
決
意
を
お
伝
え
し
、
5
月
末
ま
で
の

帰
宅
・
面
会
の
中
止
に
つ
い
て
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
3
月
13
日
に
は
、
発
熱

者
が
出
た
場
合
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
作

成
。
入
所
部
門
・
通
所
部
門
の
2
名
の
嘱

託
医
や
理
事
で
医
師
の
方
に
も
確
認
し
て

い
た
だ
き
、
万
が
一
、
発
熱
者
が
出
た
場

合
の
利
用
者
さ
ん
へ
の
対
応
を
固
め
ま
し

た
。
3
月
27
日
に
は
近
隣
の
障
害
者
支
援

施
設
で
大
規
模
な
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生

し
、
次
は
、
自
分
た
ち
の
施
設
か
も
し
れ

な
い
と
危
機
が
募
り
ま
し
た
。
こ
の
出
来

事
を
踏
ま
え
、
4
月
1
日
に
は
前
述
の
嘱

託
医
・
理
事
の
方
と
利
用
者
さ
ん
に
感
染

者
が
出
た
場
合
の
対
応
を
協
議
。
4
月
16

日
に
は
、
成
田
日
本
赤
十
字
病
院
の
元
感

染
症
病
棟
の
医
師
、
管
理
感
染
症
認
定
看

護
師
の
方
に
来
園
い
た
だ
き
、
感
染
症
の

基
礎
知
識
と
、
感
染
せ
ず
に
看
護
す
る
方

法
に
つ
い
て
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
の
内
容
を
踏
ま
え
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
も
、
職
員
が

そ
の
内
容
を
理
解
し
実
践
で
き
な
け
れ
ば

対
策
を
た
て
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
支
援
職
員
を
3
回
に
分
け
、

5
月
6
・
8
・
11
日
に
体
育
館
に
十
分
な

距
離
を
離
し
て
机
を
並
べ
20
人
前
後
で
説

明
会
を
実
施
。
内
容
の
説
明
と
ガ
ウ
ン
を

安
全
に
着
脱
す
る
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
や

手
袋
の
外
し
方
等
の
研
修
を
行
い
ま
し

た
。6

月
5
日
〜
8
日
に
は
実
技
と
し
て
、

男
性
利
用
者
さ
ん
2
名
が
感
染
し
た
こ
と

を
想
定
し
、
隔
離
棟
で
の
模
擬
訓
練
を
実

施
。
模
擬
訓
練
の
後
に
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

見
直
し
と
、
本
当
に
自
分
た
ち
の
手
順
が

正
し
い
の
か
、
除
菌
方
法
や
支
援
方
法
等

様
々
な
疑
問
が
で
ま
し
た
。
そ
の
疑
問
に

回
答
し
て
い
た
だ
く
べ
く
、
7
月
10
日
に

は
千
葉
県
よ
り
派
遣
を
受
け
管
理
感
染
症

認
定
看
護
師
2
名
の
派
遣
を
受
け
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
は
、
床
の
掃
除
の
際
に
は
、

掃
除
機
は
使
わ
ず
ク
イ
ッ
ク
ル
ワ
イ
パ
ー

で
除
菌
す
る
こ
と
が
有
効
な
こ
と
、
界
面

活
性
剤
入
り
の
洗
剤
を
使
え
ば
室
内
の
あ

ら
ゆ
る
場
所
の
除
菌
が
可
能
で
あ
る
こ

と
、
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
と
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の

出
入
り
の
際
の
注
意
点
等
様
々
な
部
分
に

つ
い
て
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

7
月
14
日
〜
18
日
に
は
女
性
利
用
者
さ

ん
2
名
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
模
擬
看
護

訓
練
を
実
施
。
そ
の
際
平
行
し
て
、
7
月

16
日
に
理
事
長
以
下
幹
部
職
員
に
よ
り
本

部
設
置
と
そ
の
機
能
を
確
認
す
る
訓
練
も

実
施
し
ま
し
た
。
模
擬
訓
練
を
行
っ
て
い

る
2
名
が
陽
性
と
な
っ
た
と
想
定
し
、
濃

厚
接
触
者
の
想
定
、
濃
厚
接
触
者
と
そ
う

で
は
な
い
利
用
者
さ
ん
の
居
住
空
間
の
在

り
方
、
全
職
員
・
利
用
者
さ
ん
家
族
に
ど

の
よ
う
に
伝
達
す
る
か
等
に
つ
い
て
模
擬

訓
練
。
想
定
し
て
み
る
と
実
に
職
員
14

名
、
利
用
者
さ
ん
16
名
が
濃
厚
接
触
者
と

想
定
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
勤
務
で
き
る
職
員

で
、
感
染
し
な
い
よ
う
に
支
援
を
展
開
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
明
。
い
か

に
こ
の
感
染
症
が
利
用
者
さ
ん
・
職
員
に

及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
の
か
を
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
16
：
00
に
始
ま
っ
た
対
策

会
議
は
、
予
定
の
時
間
を
遥
か
に
超
過
し
、

21
：
00
近
く
ま
で
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
が
5
月
末
で
解
除
さ

れ
、
来
る
べ
く
し
て
来
た
8
月
の
第
2
波

が
過
ぎ
、
9
月
の
4
連
休
に
は
各
地
の
行

楽
地
が
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る

と
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。「w

ith　

コ
ロ

ナ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
各
自
の
対
策

を
し
な
が
ら
も
で
き
る
だ
け
通
常
の
生
活

に
戻
っ
て
い
く
ご
時
世
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
備
え
や
想
定

を
行
っ
た
と
し
て
も
、
利
用
者
さ
ん
達
が

頼
る
べ
き
医
療
に
頼
る
こ
と
が
難
し
い
と

い
う
状
況
は
依
然
と
し
て
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
今
後
も
手
を
緩
め
る

こ
と
な
く
、
利
用
者
さ
ん
に
コ
ロ
ナ
を
感

染
さ
せ
な
い
、
自
分
自
身
が
感
染
し
な
い

と
い
う
強
い
決
意
と
行
動
が
必
要
で
す
。

利
用
者
さ
ん
の
帰
宅
の
自
粛
に
つ
い
て

は
、
現
在
も
継
続
中
で
す
が
、
い
つ
も
と

変
わ
ら
な
い
毎
日
を
、
明
日
も
迎
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
し
て
日
々
の
取
り
組
み
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

菜
の
花
会　

し
も
ふ
さ
学
園

施
設
長　

藤
﨑　

進
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め
ぶ
き
園
で
は
、
多
く
の
利
用
者
が
毎

日
、
絵
画
や
陶
芸
な
ど
の
ア
ー
ト
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
西
尾
枝
里
さ
ん
は
普
段

は
ろ
く
ろ
を
回
し
て
皿
作
り
に
励
ん
で
い
ま

す
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
が
明
け
た
頃

か
ら
、
誰
に
習
う
わ
け
で
も
な
く
こ
の
人
形

を
作
り
始
め
ま
し
た
。
ピ
ン
ポ
ン
玉
ほ
ど
の

土
塊
を
細
長
く
伸
ば
し
、
竹
串
で
目
鼻
口
を

描
け
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
完
成
で
す
。
一

度
に
１
０
体
以
上
作
る
時
も
あ
り
、
こ
れ
ま

で
に
作
っ
た
数
は
２
０
０
体
を
越
え
ま
す
。

本
人
に
「
こ
れ
は
何
？
」
と
尋
ね
る
と
「
コ
ロ

ナ
ち
ゃ
ん
、
女
の
子
」
と
の
こ
と
。
コ
ロ
ナ
禍

で
園
の
恒
例
行
事
が
次
々
と
自
粛
さ
れ
る

中
、
度
々
空
に
向
か
っ
て
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
、
ど
っ
か
行
け
！
」
と
叫
ん
で
い
た
枝
里
さ

ん
。
そ
ん
な
早
期
収
束
を
願
う
気
持
ち
が
こ

の
人
形
に
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
。

真
意
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ど
っ
か
い
け
！

ア
ー
ト

通
信

v
ol
.1

表
情
も
大
き
さ
も
微
妙
に
異
な
る
人
形
た
ち
。

名
前
は
「
コ
ロ
ナ
ち
ゃ
ん
、
女
の
子
」
だ
そ
う
で
す
。

総数200体を越える人形たち。 

整然と並ぶさまは、世界遺産「兵 

馬俑」を彷彿とさせる。 

創作に没頭する西尾枝里さん。 

あたりまえの生活が早く戻りますように。 

ス
を
擬
人
化
す
る
こ
と
で
、
日
常
を
脅
か
す

未
知
な
る
敵
と
の
対
話
を
試
み
て
い
る
の
で

は…

な
ど
深
読
み
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

経
緯
と
真
相
は
ど
う
で
あ
れ
、
枝
里
さ
ん

が
創
作
活
動
に
お
い
て
新
た
な
や
り
が
い
を

見
つ
け
た
こ
と
に
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
こ
の
人

形
は
、
枝
里
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
が
貫
か
れ

た
、
枝
里
さ
ん
に
し
か
作
れ
な
い
作
品
で

す
。
疫
病
封
じ
に
効
く
と
さ
れ
る
妖
怪
ア
マ

ビ
エ
の
よ
う
に
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

幅
広
く
親
し
ん
で
も
ら
え
る
存
在
に
な
れ
れ

ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

ア
ー
ト

通
信

v
ol
.1

Ｔシャツをお求めの方はお気軽にめ

ぶき園（田口）までご連絡ください。

東急ハンズ大分店、どんこの里いぬ

かいでも販売しています。 

ス
を
擬
人
化
す
る
こ
と
で
、
日
常
を
脅
か
す

未
知
な
る
敵
と
の
対
話
を
試
み
て
い
る
の
で

は…

な
ど
深
読
み
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

経
緯
と
真
相
は
ど
う
で
あ
れ
、
枝
里
さ
ん

が
創
作
活
動
に
お
い
て
新
た
な
や
り
が
い
を

見
つ
け
た
こ
と
に
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
こ
の
人

形
は
、
枝
里
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
が
貫
か
れ

た
、
枝
里
さ
ん
に
し
か
作
れ
な
い
作
品
で

す
。
疫
病
封
じ
に
効
く
と
さ
れ
る
妖
怪
ア
マ

ビ
エ
の
よ
う
に
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

幅
広
く
親
し
ん
で
も
ら
え
る
存
在
に
な
れ
れ

ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

ア
ー
ト

通
信

v
ol
.1

Ｔシャツをお求めの方はお気軽にめ

ぶき園（田口）までご連絡ください。

東急ハンズ大分店、どんこの里いぬ

かいでも販売しています。 

（
萌
葱
の
郷
　
め
ぶ
き
園
　

係
長　

田
口
敏
郎
）
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極
的
に
連
携
し
、
そ
の
人
の
暮

ら
し
の
選
択
肢
や
幅
を
増
や
す

こ
と
も
、
地
域
連
携
の
一
つ
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
の

通
過
的
な
拠
点
と
し
て
の
役
割

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

当
事
業
所
の
支
援
の
基
本
的

な
考
え
方
は
、T

EA
CCH

プ
ロ

グ
ラ
ム
に
学
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
人
に
合
わ
せ
た
支
援
と
は
、

ど
う
い
う
こ
と
か
？
と
て
も
難

し
い
こ
と
で
す
。
環
境
調
整
や

見
通
し
、
視
覚
的
構
造
化
、
学

習
ス
タ
イ
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
等
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
人
が
ど
の
よ
う
な
暮

ら
し
を
求
め
て
い
る
か
、
可
能

性
に
着
目
し
な
が
ら
、
日
々
試
行
錯
誤
し

て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
特
に
評
価
は
丁
寧
に
お
こ

な
う
よ
う
に
し
て
お
り
、
支
援
現
場
に
は
、

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
評
価
を
お
こ
な
う
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。
自
閉
症
ｅ
サ
ー
ビ

ス
＠
大
阪
が
販
売
し
て
い
る
「
評
価
キ
ッ

ト
」
を
使
っ
て
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
に
も
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、「
評
価
が

重
要
」
と
言
わ
れ
て
も
、
何
を
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、

わ
か
っ
て
き
た
情
報
を
ど
の
よ
う
に
支
援

に
活
か
し
て
い
け
ば
よ
い
か
が
わ
か
ら
な

か
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
の
評
価
キ
ッ
ト
は
、

現
場
支
援
者
が
活
用
で
き
る
検
査
キ
ッ
ト

（
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
）
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
現
場
で
も
支
援
の
根
拠
が
わ
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
の
で
、
重
宝
し
て
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
長
々
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
全
自
者
協
に
加
入
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
自
事
業
所
や
地
域
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
に
視
野
を
広
げ
、

全
国
の
自
閉
症
支
援
に
携
わ
る
皆
様
と
と

も
に
歩
み
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
施
設
の
皆
様
は
じ
め
ま
し
て
、

bon

ワ
ー
ク
ス
豊
中
で
す
。
当
事
業
所

は
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
方
を
対
象

と
し
た
生
活
介
護
事
業
所
と
し
て
、
平
成

三
十
一
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
致
し
ま
し
た
。

近
隣
に
は
、bon

キ
ッ
ズ
豊
中
（
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
が
あ
り
、
学
齢
期
か

ら
成
人
期
へ
の
一
貫
し
た
支
援
体
制
の
構

築
や
移
行
期
の
支
援
が
よ
り
丁
寧
に
支
援

で
き
る
よ
う
な
支
援
体
制
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

当
法
人
（
合
同
会
社
オ
フ
ィ
ス
ぼ
ん
）

は
、「
新
た
な
自
閉
症
支
援
を
構
築
す
る
」

を
理
念
に
活
動
し
て
い
ま
す
。bon

キ
ッ

ズ
（
幼
児
・
学
齢
期
の
事
業
所
）
が
五
ヶ

所
、bon

ワ
ー
ク
ス（
成
人
期
の
事
業
所（
主

に
生
活
介
護
））を
三
か
所
運
営
し
て
お
り
、

そ
の
他
、
天
才
塾bon

（
自
閉
症
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
の
人
の
個
別
学
習
塾
）、
ｅ
ラ
ー
ン

（
発
達
障
害
の
高
校
生
を
対
象
に
し
た
通
信

教
育
）、
カ
フ
ェ
事
業
な
ど
も
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

さ
て
、bon

ワ
ー
ク
ス
豊
中
は
、
開
設

し
て
一
年
半
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
。

定
員
十
名
の
と
て
も
小
規
模
な
事
業
所
で

は
じ
め
ま
し
て

「bon

ワ
ー
ク
ス
豊
中
」
で
す

管
理
者
兼
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

譲
田　

和
芳

す
（
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
の
多
機

能
型
）
が
、
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
。

知
的
障
害
が
重
度
域
に
あ
る
自
閉
症
ス
ペ

ク
ト
ラ
ム
の
方
の
支
援
は
、
本
当
に
細
や

か
な
支
援
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の

支
援
を
提
供
し
て
い
く
支
援
者
に
は
、
高

い
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
一
人
ひ
と
り
を
よ
く
知
り
、

ニ
ー
ズ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
特
性
や
支

援
プ
ロ
セ
ス
等
を
丁
寧
に
お
こ
な
っ
て
い

く
。
同
時
に
支
援
者
の
育
成
や
支
援
の
質

の
底
上
げ
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
一
か
ら
構
築
す
る
た
め
に
、
小
規

模
事
業
所
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
理
由

の
一
つ
で
す
。
現
在
十
名
の
方
が
利
用
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
う
ち
五
名
は
、
豊

中
市
外
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
豊

中
市
周
辺
に
も
生
活
介
護
事
業
所
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
受
け
入
れ
が
難
し
い
、

支
援
の
方
針
が
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の

方
に
は
向
い
て
い
な
い
な
ど
、
様
々
な
理

由
で
、
遠
方
で
も
当
事
業
所
の
利
用
を
さ

れ
て
い
る
方
々
で
す
。
つ
ま
り
、
自
閉
症

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
方
々
は
ど
ん
な
地
域
に

も
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
自
閉
症
を
正
し

く
理
解
し
、
そ
の
人
に
合
わ
せ
た
支
援
が

提
供
さ
れ
な
い
と
い
う
実
態
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
実

情
か
ら
、
当
事
業
所
で
基
本
的
な
支
援
の

基
本
的
な
基
盤
を
構
築
し
、
地
域
の
事
業

所
に
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
事
業
所
間
で
積
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突
然
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
が
テ

レ
ビ
や
新
聞
で
大
々
的
に
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
新
し
い
総
理
大
臣
が
掲
げ
た
政

治
理
念
が
き
っ
か
け
で
す
。
地
域
の
防
災

や
福
祉
分
野
で
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
用
語

が
、
日
本
の
目
指
す
べ
き
指
針
に
格
上
げ

さ
れ
た
よ
う
な
気
分
で
す
。
こ
こ
で
は
、

自
助
・
共
助
・
公
助
に
つ
い
て
、
政
治
理

念
で
は
な
く
、
強
度
行
動
障
害
者
支
援
を

行
う
「
法
人
」
を
対
象
に
絞
り
、
少
し
考

え
て
み
ま
す
。

強
度
行
動
障
害
者
支
援
の
推
進
、
つ
ま

り
支
援
チ
ー
ム
の
設
置
、
環
境
整
備
、
研

修
等
の
人
材
養
成
、
そ
の
他
各
種
経
営
判

断
は
、
法
人
自
ら
の
責
任
で
行
う
も
の
で

す
。
つ
ま
り
、
基
本
は
法
人
の
「
自
助
」

で
す
。

一
方
、
全
自
者
協
で
実
施
し
て
い
る

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修
は
「
共
助
」

に
相
当
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
志
を
共
に
す

る
法
人
・
事
業
所
が
協
働
す
る
こ
と
に
よ

り
、
質
の
高
い
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
自

助
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
法
人
が

中
心
と
な
り
、
共
助
の
事
業
企
画
・
運
営

「
強
度
行
動
障
害
者
に
対
す
る
、コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
と
、

指
導
的
人
材
養
成
に
関
す
る
研
究
」
の
実
施
に
つ
い
て

社
会
福
祉
法
人
横
浜
や
ま
び
こ
の
里　

志　

賀　

利　

一

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
国
の
補
助
金
を
受
け
て
昨
年
度
全

自
者
協
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

も
、
自
助
と
共
助
に
は
、
明
ら
か
な
相
関

関
係
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
年
の
よ
う
に
外

部
講
師
を
招
聘
し
た
研
修
会
を
開
催
し
て

い
る
（
自
助
努
力
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
）
法
人
・
事
業
所
は
、
地
域
の
強
度
行

動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
へ
の
講
師
派
遣

を
は
じ
め
、
地
域
の
障
害
者
支
援
の
取
り

組
み
（
共
助
と
し
て
の
活
動
）
に
積
極
的

に
協
力
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
度
も
全
自
者
協
で
は
、
昨

年
に
続
き
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
金
を
受

け
、
表
題
の
障
害
者
総
合
福
祉
推
進
事
業

を
実
施
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
コ
ン
サ
ル

テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

現
在
、
自
助
と
し
て
人
材
養
成
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
法
人
は
、
コ
ン
サ

ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い

ま
す
。
結
果
的
に
、
こ
の
よ
う
な
法
人
・

事
業
所
の
強
度
行
動
障
害
者
支
援
の
質

が
、
高
く
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

一
方
、
全
国
に
は
た
く
さ
ん
の
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
毎
年
の
よ
う
に
強
度
行
動
障
害
者
に

対
す
る
不
適
切
な
支
援
、
つ
ま
り
虐
待
事

案
が
マ
ス
コ
ミ
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

に
は
、
人
材
養
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
法
人
で
、
突
発
的
に
発
生
し
た
虐

待
事
案
も
含
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
多
く

は
、
事
業
所
の
支
援
員
に
対
し
て
、
権
利

擁
護
の
観
点
な
ら
び
に
個
々
の
障
害
特
性

に
配
慮
し
た
適
切
な
支
援
を
、
効
果
的
に

学
ぶ
機
会
を
提
供
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
強

度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修
の
修
了
者

が
い
て
も
、
そ
の
内
容
を
支
援
の
現
場
で

「
ど
の
よ
う
に
応
用
す
る
か
」
を
話
し
合

い
、
改
善
に
向
け
て
の
一
歩
が
踏
み
出
せ

な
い
法
人
・
事
業
所
が
多
い
の
だ
と
推
測

し
ま
す
。

コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
強
度
行

動
障
害
者
支
援
の
知
識
と
経
験
豊
富
な
外

部
の
人
材
が
、
実
際
の
支
援
の
現
場
に
繰

り
返
し
訪
問
し
、
何
ら
か
の
介
入
を
行
う

こ
と
で
、
そ
の
法
人
・
事
業
所
の
人
材
養

成
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
、
支
援
の

質
の
向
上
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。
経
験

則
だ
け
で
な
く
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も

そ
の
根
拠
が
い
く
つ
か
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
活
用
の
基
本

は
法
人
の
「
自
助
」
で
す
。
し
か
し
、
一

定
の
条
件
整
備
が
で
き
れ
ば
、「
公
助
」
や

「
共
助
」
と
し
て
の
コ
ン
サ
ル
―
シ
ョ
ン
、

あ
る
い
は
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な

げ
る
仕
組
み
が
構
築
で
き
そ
う
で
す
。
そ

の
よ
う
な
全
国
の
取
り
組
み
事
例
の
探

索
、
そ
し
て
そ
の
可
能
性
を
提
案
す
る
こ

と
が
令
和
２
年
度
の
研
究
事
業
の
テ
ー
マ

で
す
。

今
も
、
強
度
行
動
障
害
が
あ
る
た
め
、

受
け
入
れ
事
業
所
が
見
つ
か
ら
な
い
事
例

が
多
く
存
在
し
ま
す
。
強
度
行
動
障
害
支

援
者
養
成
研
修
や
重
度
障
害
者
支
援
加
算

等
の
仕
組
み
に
よ
り
、
現
状
の
問
題
を
受

け
止
め
、
解
決
に
向
け
歩
み
だ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
助
努
力
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
法
人
・
事
業
所
も
確
実
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
抜
本
的
解
決
は
は
る
か

先
で
す
。
よ
り
一
層
力
強
い
変
化
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
助
と
な
る
べ
く
、

今
年
度
も
研
究
事
業
を
続
け
て
い
き
ま

す
。既

に
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
て
い
る
よ
う
に
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

養
成
研
修
も
、
他
の
多
く
の
研
修
同
様
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
の

た
め
、
今
年
度
、
会
場
に
集
合
し
て
の
研

発
達
障
害
支
援
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
養
成
研
修
・『
経
過
報
告
』

発
達
障
害
支
援

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修

特
定
事
務
局　

北
川　

裕
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修
に
つ
い
て
は
実
施
し
な
い
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
特
に
演
習
や
臨
床
実
習
に
つ
い

て
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
等
、
相
当
に
高

い
確
度
の
安
全
が
担
保
さ
れ
る
状
況
に
な

る
ま
で
は
、
実
施
を
見
送
ら
ざ
る
を
得
な

い
と
判
断
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
座
学
部

分
に
つ
い
て
は
、
対
面
や
集
合
の
必
要
の

な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
い
わ

ゆ
る
ウ
ェ
ブ
研
修
で
の
開
催
は
可
能
と
の

判
断
で
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
今
年
度
は
ベ
ー
シ
ッ
ク

コ
ー
ス
の
座
学
（
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
の
み
、

年
内
に
募
集
を
行
い
、
年
度
内
に
実
施
の

予
定
で
す
。
そ
の
他
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー

ス
の
実
務
研
修
、
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
、

マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
（
協
会
研
究
大
会
で
の

事
例
発
表
を
含
む
）、
認
定
審
査
に
つ
い
て

は
、
２
０
２
１
年
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
状
況
、
社
会
的
な
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
鑑
み
な
が
ら
、
開
催
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
て
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
座
学
の
実

施
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ

の
中
で
ウ
ェ
ブ
研
修
や
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
専

門
の
会
社
・
株
式
会
社
リ
ー
ン
オ
ン
ミ
ー

の
協
力
を
得
て
い
ま
す
。
関
西
地
方
の
方

は
既
に
ご
存
知
の
方
、
ご
利
用
の
施
設
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
リ
ー
ン
オ
ン

ミ
ー
社
は
多
く
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
有
し
、

発
達
障
害
支
援
関
連
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
あ

り
、
な
か
な
か
研
修
の
機
会
が
得
ら
れ
な

い
中
、
お
勧
め
で
き
る
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。

Ｓ
Ｖ
研
修
の
座
学
部
分
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
継
続
し
て
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
の
研

修
を
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
か
ら
ウ
ェ

ブ
研
修
を
取
り
入
れ
た
り
、
Ｓ
Ｖ
研
修
受

講
前
に
学
習
し
て
お
い
た
方
が
良
い
こ
と

も
学
習
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
今

後
は
、
Ｓ
Ｖ
研
修
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い

部
分
、
各
論
や
詳
細
な
部
分
、
協
会
加
盟

施
設
で
の
独
自
の
取
り
組
み
等
、
協
力
し

合
え
ば
コ
ン
テ
ン
ツ
も
増
え
、
内
容
も
充

実
し
て
い
く
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。

幸
い
な
こ
と
に
、「
無
料
お
試
し
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
中
」
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
ア
ク
セ

ス
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。※

国
の
強
度
行
動
障
害
支
援
者
養
成
研
修

も
ウ
ェ
ブ
研
修
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

「
講
師
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
る
」「
講
義

で
あ
っ
て
も
対
面
で
の
講
師
の
熱
量
で
士

気
が
上
が
る
価
値
は
あ
る
。」「
演
習
は
や

は
り
無
理
が
あ
る
の
は
な
い
か
」「
受
講
者

の
個
別
の
理
解
度
が
明
確
に
な
る
」
な
ど

な
ど
、
賛
否
の
声
を
聞
き
ま
す
。
そ
れ
で

も
、目
的
を
達
成
で
き
る
な
ら
新
し
い
ツ
ー

ル
を
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き
で
す
し
、
成

果
も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｖ
研
修

も
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
は
こ
れ
か
ら
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
目
指
す
方
々
を
対
象
に

し
て
お
り
、
基
礎
的
な
知
識
や
方
法
論
や

理
念
の
部
分
に
は
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り

入
れ
て
い
け
ま
す
。
た
だ
、
協
会
加
盟
施

設
で
の
実
務
研
修
や
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

の
基
礎
と
な
る
面
談
や
フ
ァ
シ
リ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
等
の
演
習
は
ウ
ェ
ブ
等
の
実
施
は

難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
、
確
か
な
自

閉
症
支
援
の
実
践
を
重
ね
て
き
た
施
設
で

の
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
体
験
は
、
Ｓ
Ｖ

研
修
の
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
な
の

で
、
本
研
修
の
受
講
を
希
望
さ
れ
て
い
る

方
に
対
し
て
は
心
苦
し
い
限
り
で
す
。

実
務
研
修
や
演
習
を
再
開
で
き
る
日
を

待
つ
中
、
座
学
や
ウ
ェ
ブ
研
修
で
で
き
る

こ
と
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
形
式
の
方
が
効

率
が
良
い
研
修
を
重
ね
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
禍
の

苦
境
や
新
た
な
負
担
に
負
け
る
こ
と
な
く
、

何
よ
り
大
事
な
支
援
実
践
を
積
み
重
ね
て

い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
：
株
式
会
社
Ｌ
ｅ
ａ
ｎ　
ｏ
ｎ　

Ｍ
ｅ

　
　
（
リ
ー
ン
オ
ン
ミ
ー
）

U
RL

：https://leanonm
u.co.jp

滋
賀
大
会
は
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
加
盟
施

設
が
開
催
担
当
で
、
当
施
設
主
管
施
設
と

第
34
回
研
究
大
会（
滋
賀
大
会
）

が
来
年
度
に
延
期
さ
れ
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
し
が
夢
翔
会

ス
テ
ッ
プ
広
場
ガ
ル

な
り
、
昨
年
９
月
よ
り
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
大
会
テ
ー
マ
案
を
「
自
閉

症
の
人
の
生
涯
を
支
え
る
〝
地
域
〟
を
創

る
。」
と
し
て
、12
月
17･

18
日
（
木
･
金
）

に
ピ
ア
ザ
淡
海
（
滋
賀
県
立
県
民
交
流
セ

ン
タ
ー
）
で
開
催
で
き
る
よ
う
、
多
く
の

皆
さ
ま
に
登
壇
等
の
依
頼
も
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
り
、
延

期
を
提
案
し
、
総
会
で
書
面
議
決
い
た
だ

き
ま
し
た
。
登
壇
の
お
つ
も
り
を
い
た
だ

い
た
の
に
白
紙
に
な
っ
た
方
々
に
は
、
大

変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

１
年
の
延
期
と
な
り
ま
し
た
が
、
感
染

状
況
を
考
え
る
と
、
来
年
度
の
開
催
形
態

等
は
見
通
し
づ
ら
く
、
悩
ま
し
く
不
安
も

感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
で
感
染
対
策
に
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る

か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
難
し
い
状
況
で

も
、
難
し
い
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
全
国
の

皆
さ
ん
で
学
び
や
情
報
交
換
や
刺
激
を
得

ら
れ
る
場
に
で
き
る
よ
う
再
準
備
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
当
施
設
は

歴
史
の
浅
い
施
設
で
す
の
で
、
準
備
・
開

催
に
あ
た
っ
て
は
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
を
始
め

多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
指
導
・
ご
助
言
い
た

だ
け
る
と
幸
甚
で
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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 新登場！エリさんＴシャツ 

２０２０年７月発売 

今年のめぶき園オリジナルＴシャツは、 
枝里さんの人形をモチーフにしました。 
静かな表情を浮かべた人形たちが 
横一列に並んだ、Ｇメン７５を彷彿とさ 
せるクールなデザインとなっています。 

■サイズ Ｓ/Ｍ/Ｌ

■色 白/黒/赤/ライトブルー/ライム

■素材 綿 100％ 5.6oz

■価格 １５００円（税別）

カラーは全5色。 全部揃えると幸運が舞い込む…かどうか、試してみてください。

めぶき園インスタグラム 

Mebukien_art はこちら↑ 

（名前はともかく）自分の発想で夢中になれる 

創作を見つけた枝里さんをこれからも応援し 

ていきたいです！  （陶芸課係長 能一由起子）  

ア
ー
ト

通
信

v
ol
.1

全自者協の逸品
本号から全自者協委員施設の利用者作品や事業所商品な
どを掲載することにしました。ご希望のある会員施設は
各広報委員までお知らせください。

（めぶき園　陶芸課係長　能一由起子）
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会 員 種 別 11月1日加入 12月1日加入

◆加入プランA ： 日本自閉症協会正会員（加盟団体）の構成個人会員 6,920円 5,630円

◆加入プランB ： 自助会員（上記以外の方は申し込みにて自助会員となります） 8,920円 7,630円

（加入希望月の前月20日が申込み受付の締切です。）

・年度の途中加入の場合、お申込みと同時に指定口座への掛金の振込をお願いいたします。

お問い合わせ・お申込み フリーダイヤル 0120-880-819

詳細は問い合わせください。パンフレット等をお送りさせていただきます。

【ＡＩG損保普通傷害保険】ケガをした時､他人への損害賠償、弁護士等を利用した時に備えて

●弁護士費用等補償 ★新規導入★

●他人への損害賠償(対人・対物）

●本人の傷害（ケガ）の補償（ケガでの入院、通院を初日から補償します）

【ＡＳＪ保険】病気やケガ・検査での入院に備えて（入院を開始した 2日目から保障します）

●入院保障金 １会計年度30日まで

●死亡弔慰金（受取人は法定相続人となります）

自閉症スペクトラムのための総合保障のご案内

・死亡保険金
・後遺障害保険金
（障害の程度に応じて）

・入院（180日限度）

・手術（1事故あたり1回まで）
・通院（90日限度）

一般社団法人 日本自閉症協会 ＡＳＪ保険事務局
〒104-0044 東京都中央区明石町6-22 ニッコンビル6F
ＴＥＬ：03-5565-2020      FAX：03-5565-2021 E-Ｍail：asj-hoken@autism.or.jp
営業日 ： 月～金 （ 土・日・祝日除く ） 10:00～16:00

＊入院保険金のご請求や届出住所・金融機関等をご変更の場合は、ＡＳＪ保険事務局までご連絡下さい。

・付添介護費用
・差額ベッド費用
・入院臨時費用
・入院諸費用

1日
1日
1入院
1日

8,000円
5,000円
5,000円
1,000円

5万円

・法律相談費用
・損害賠償請求費用
・弁護士接見費用（無罪・不起訴のみ）

1事故あたり
1事故あたり
1事故あたり

5万円まで（1回1万円まで）

200万円まで

1万円まで

1事故あたり 最高3億円まで

1日

1日

3,000円
3万円もしくは1.5万円

1,500円

226万円
226万円～9.04万円

こんな時に
役立ちます！

保障内容

加入プラン（会員種別）と掛金

◆ご加入のみなさんからのお声◆
・年齢制限もなく手頃な掛金で充実保障で安心です。これからも継続して行って欲しい！
・早い対応ありがとうございます。急な入院だったので、給付助かりました。
・自閉症等に特化した保険は本当に助かります。このまま使わない事を祈るばかりですが、
・入院、パニックによる破損等、心配事がつきません。これからもよろしくお願いします。
・自閉症協会会員だから掛金も安く加入でき、精神科への入院も保障されるのでありがたいです。


